
第一部 認知症の症状と経過

アルツハイマー型認知症

患者さんにはこの世界はどう見えている
のか

長谷川先生 「世の中に確実なものがど
んどん無くなっていく」





頸性神経筋症候群になりやすい人

デスクワークの多い人
在宅勤務で患者さんが増えている
学生を含めて

下向きの状態で仕事をする 飲食業
育児、保育士
歯科医師

高齢者で背中が丸くなった人 円背
頸下がり病になり非常に硬くなる



うつ状態

仕事がはかどらない、集中しない
物忘れが気になる
新しいことが頭に入らない
今までできていたことができなくなる

認知症ではないかと心配になり受診

病識が強いことがアルツハイマーと異な
る



首下がり病
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